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項 目 区 分 人数 % 項 日 区 分 人数 % 
ノι、J' 司，ムヰ司． 200 68.7 近くにある 235 80.8 
借上げ住宅 17 10.0 やや遠いがある。 37 12.7 
住宅の状況 自 宅 63 21. 6 
保育所施設等
ない 12 4.1 
部屋借り 10 3.4 わからない 3 1.0 
無回答 1 0.3 その他 2 0.7 
徒 歩 128: 44.0 無回答 2 0.7 
公共交通機関 1 0.3 あ る 61 21.0 
通勤の方法 自転車 3 1.0 
教養娯楽施設
ない 123 42.3 
自家用車 158 54.0 わからない 103 35 .4 
その他 0.3 無回答 4 1.4 
10分以内 191 65.6 あ る 163 56.0 
30分以内 81 27. 8 趣味・サーク な し、 49 16.8 
所要通勤時間 1時間以内 15 5.2 ル等の会 わからない 78 26.8 
1時間以上 1 0.3 無回答 0.3 
無回答 3 : 1.0 あ る 139 47.8 
近所でできる 133 45.7 習いごと等の な 1，、 76 26.1 
日常の買物等 やや遠いができる 101 34. 7 施設 わからない 75 25.8 
遠くて不便 57 19.6 無回答 1 : 0.3 
近くにある 118 40.5 
医療機関
やや遠いがある 158 54.3 
な しB 14 4.8 








































































0 子どもを十分に見られる，見える 32 
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0 子ども全員の観察や成長を見守ってゆける 20 
0 事故や病気等が少なく処置に追われない 12 
0 勉強や準備等すべてに十分時間がとれる 22 
0 保健行事や指導等の時聞がとりやすい 10 
0 保健指導に力を入れられる 6 
0 ゆとりをもって子どもとの対応ができる 9 
0 やる気さえあればなんでもできる 8 
0 創意工夫や独自の取組み等成果がよく見える 9 計105(18. 8%) 




。職員全体で指導できる 17 。職員の意志統ーが図りやすい 11 
。職員聞の和が保たれ，家庭的である 10 





0 教師として関わりよい関係が作られる 9 
0 職務以外のことをいろいろ経験できる 10 
0 今までにない分野の勉強ができる 6 
0 校内の様子や他の人の動きがよくわかる 10 計40(7.1 % ) 









0 本務以外の仕事が多く多忙である 64 
0 1人当たりの仕事の分担や分掌が多い 25 
0 雑務が集中する危倶があるが断れない 24 
0 行事が多く子どもも先生も忙しい 18 
0 忙しくて本来の仕事に専念できない 10 計150(27. 6%) 






0 手をかけすぎ子どもが伸び伸びできない 21 
0 比較対照するものがなく競争心，向上心がない 18 
0 依頼心が強く，自主性が育たない 13 
0 集団学習，集団訓練，発表力等が不足している 11 
0 子ども同志のぶつかり合いがない 16 
0 友達関係が固定し上下関係，派閥等がある 14 
0 社会性に乏しく保守的で型にはま りやすい 18 計125(23. 0%) 





0 事例が少なく救急処置等に不安がある 16 
0 養護教諭本来の仕事の経験ができない 10 
0 仕事の幅が広がらず固定化， マンネリ化しがち 15 
0 ひまそうに見られ，気遣いが多い 8 
0 仕事があいまいで自分で探さなければならない 13 
0 本務以外の仕事が多く責任や難しさを感ずる 11 
0 養護教諭の立場が明確でない 11 
0 周囲にやっていることが理解されない 11 
0 保健指導等に担任の理解や協力を得にくい 10 
0 保健意識がうすく養護教諭まかせになる 6 
0 施設設備が貧弱で，予算等も少ない 6 計124(22. 8%) 







0 メンバーが固定し，人間関係に左右される 16 
0 なれ合いや慣例が多く，刺戟がない 26 
0 管理職の姿勢や職員の意識に左右される 9 計61(11.2%) 


















































比~ 教職員との関係 地域との関係人数。 % 人数 i % 
大体満足できる 183: 62.9 161 I 55.3 
問題を感じる 105 ! 36 .1 124 i 42. 6 
無回答 3! 1.0 6! 2.1 
言十 291 : 100.0 291 ! 100.0 
表3 教職員との人間関係の問題
(105人中 複数回答）
問 題 占 人数 % 
雑用が多くことわれない 36 34.3 
若い人がいなく淋しい 18 17.1 
校内に相談相手がいない 24 22.9 
職場が楽しくない 42 40.0 
研究会等に出してもらえない 4 3.8 
私生活に口出しされる 21 20.0 
教員として認めてもらえない 8 7.6 
保健についての理解がない 23 21.9 
行事に追われ忙しい 37 35.2 
保健の仕事を依頼しにくい 20 19.0 
学級に入りにくい 14 13.3 
養護教諭の立場が明確でない 44 41.9 
ひまにみられる 34 32.4 
勤務以外の交際が大変である。 12 11.4 
経験が浅く自信をもって言えない 38 36.2 
































































































お 月龍 正fl タ十
茶 員 刷 回
至 物 り。〉
の σ〉 の
接 j青 作 清
待 掃 製 掃
校 長 2. 1 
教 頭 0. 7 1.4 1. 7 3.4 
管理職 0.3 0.3 4.8 
事務職 16.2 8.2 7.6 2.4 
養護教諭 40.5 8.2 7.6 6.9 
用務員 36.8 74.2 14 .1 64. 6 
女の先生 11目3 0.3 
各自全員 6.5 1.0 74.2 7.5 
その場の人 11. 3 
給食員 0.7 1.4 
児童生徒 3.8 14.8 
担任
担当係 0.3 3.4 
日直・当番制 0.3 1.0 
臨時職等 1.4 0. 7 1.4 
外部委託 1.0 1. 7 
不定 0.7 





















車合 集 プ ス 雪
食 ケ
与P立' 
の 1レ ト か
準 事 管 場管
｛晴 務 理 理 き
1.0 0.3 0.3 1.0 
0.3 17. 9 11. 7 8.2 4 .5 
l. 7 3.8 6 .5 
6.5 26.8 4.5 1. 7 
37 .8 13. 7 5.2 0.3 
35.1 2.1 3.8 1.0 58.8 
2. 7 
5.8 18.9 5.2 10. 7 16 .2 
1. 4 1.4 
6.9 
21.6 2.4 
3.4 15 .8 
l.4 15 .8 3.1 7.6 0.6 
0.3 0.3 0.3 
0.3 0.3 1.4 
0.3 12.0 12.7 11. 7 





























































N ま と め
以上へき地小規模校に勤務する養護教諭が抱える問題点について述べてきたが，北海道のよ
うに広大な地域を擁し，小規模校，へき地校が多い事情は他県と異なる特殊事情と考えられる
が，それだけに勤務上， 生活上の問題は理解されにく いものがある。今回の調査では記述式の
内容が多かったにもかかわらず，多くの回答を得たこと，用紙の裏にまで意見や感想を書いて
くれた人が多かったことなどは日頃から感じている問題や悩みが大きいためと受け止めている。
養護教諭の職務は幅広く，時代や社会の流れによって変化している。また学校事情でも内容
が異なっており，広すぎて核心を捕えにくいことが，教職員や地域にとって理解しにくい実態
を生んでいる。特に小規模校では養護教諭配置の歴史も浅く， 何を求めるかお互いの中にとま
どいをもっていると思われる。養護教諭の活動が管理面中心から教育面への参加を強く求めら
れている今，小規模校の長所である，一人一人を大切にできる指導やゆとりを持った保健指導
は「生涯を通した健康づくり」に最も望まれることであり，その長所をいかして職務が遂行で
きることを切望するが，そのための条件整備も更に進めていく必要がある。
(1) へき地の生活環境は改善されてきているが，住宅等の質的な改善等について行政機関の
特段の努力を要望したい。
(2) 育児等と両立して仕事に打ち込める環境作りとして，保育所等の施設，内容の充実を図っ
ていくことが必要と思われる。
(3) 自己研修や生涯学習に関わって，文化的施設や教養講座，通信教育等の受講が普及充実
されることが必要である。また，積極的に関わりを求めていくことが大切である。
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(4）養護教諭制度については，学校教育法，免許法で定められているものの，内容について
まだ十分理解を得られていない。この点は個人の努力だけで解決できるものではないので，
養護教諭全体の問題として，文部省はじめ関係機関への働きかけを行っていくべきであると
考える。また上級免許取得や研修のための体制づくりは早期に確立する必要がある。
(5）大学における学習と現実では求められる内容や職務の進め方に格差があり，特に小規模
校に配置された場合，その違いが個々の仕事への意欲や質に関わってくる。大学においては
一定規模の学校を想定した概論的な講義になりがちであるが，それぞれの規模に合わせた職
務のあり方について指導していく必要がある。また，小規模校では養護教諭としてだけでな
く，教師としての力量を必要とされることから，教職に関するカリキュラムの充実を図る必
要がある。
(6）小規模校では，公私ともに人間関係の影響が大きい。人間関係の形成は個人の働きかけ
や努力に負うところが大きいが，職種の違いから起きる問題や，若年者に対する配慮などに
は，管理者である校長，教頭の一層の指導力を期待するところである。
(7) へき地校，小規模校勤務の養護教諭の研修の機会，体制を整備する必要がある。研修は
個人の努力ではあるが，出掛けにくい状況にあり，専門職のレベル向上に不安をもつものが
多い。各教育局にスーパーパイザーを置くなど，きめ細かな指導体制を希望する。
(8）養護教諭に対しては，現状を前向きに考える意欲と職務充実への努力，積極的な自己研
修が必要なことを確認したい。現状では確かに養護教諭としての活動ができにくい面がある
が，相手から与えられるのを待つだけでない，働きかけや努力が小規模校の長所をひき出し，
他からの評価と変えていく力となると思われる。
(9）養護教諭制度やその活動については，本人や職種内だけの理解でなく，対応する管理職
や教職員にも理解を求めていく必要がある。一般教員養成大学，行政の行う管理職の研修会，
教職員の各種研修会等に必要な意義や協力の仕方について理解を得る働きかけが必要である。
以上の他にも多くの問題があり，すべてを報告することはできなかったが，おおよその事は
把握できたと思う。意欲に燃えて赴任する養護教諭が，現状に挫折することなく小規模校なら
ではの職務の確立が出来るよう養成機関はじめ，関係機関の課題を提起して報告とする。
今回の調査に協力いただいた養護教諭の先生方には，貴重な御意見や示唆を寄せられたこと
に感謝し，今後の御活躍を祈念して謝意を表したい。
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